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ドライレーザピーニング (DLP : Dry Laser Peening) 加工 1)とは、金属材料に対してフェムト秒パ

ルスレーザを照射することで、衝撃波を駆動し、衝撃塑性変形によって材料表層の硬化および圧

縮残留応力の付与を行い、材料の疲労特性向上を目指す手法である。フェムト秒パルスを使用す

ることで、従来法のナノ秒パルスレーザピーニングと比較して材料への熱影響が抑えられ、激し

いアブレーションを発生させることが可能であるため、ドライプロセスでピーニング効果を付与

することができる。しかし、この施工法はエアブレイクダウンを伴い、ピーニング特性に悪影響

を及ばす場合がある。そこで本研究では、エアブレイクダウンを回避するために真空中で 1180MPa

級超高張力鋼に DLP 加工を行い、そのピーニング効果を明らかにすることを目的とした。 

Fig. 1に示すように、波長 800 nm、パルス幅 100 fsのパルスレーザを用いて実験を行った。パ

ルスエネルギーを 0.5 mJ から 5 mJまで変化させて、1180MPa級超高張力鋼に真空中で DLP 加工

を施し、試料の力学特性を評価した。その結果、種々のレーザ照射条件において試料表面に非常

に高い圧縮残留応力が付与されていることが確認された。本研究より 1180MPa 級超高張力鋼に対

する真空中 DLP 加工では、高いピーニング効果が得られることが明らかになった。発表では、真

空中と大気中の施工雰囲気の違いがピーニング効果に及ぼす影響とその機構について言及する。 

 

Fig. 1 Schematic illustration of experimental setup. 
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